
健康で豊かな国⺠⽣活を保健医療福祉情報システムが⽀えます

ⓒ JAHIS 2024
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２．部⾨システム委員会報告
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３．専⾨委員会、WG報告
3-1. 病棟業務⽀援システム専⾨委員会
3-2. 物流システム専⾨委員会

４．来年度の事業計画

部⾨システム
委員会Ａｇｅｎｄａ
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ⓒ JAHIS 2024

部⾨システム
委員会

（１）部⾨システムに係る課題抽出と解決、標準化の推進
・部⾨システムの連携を促進するための課題洗い出しと解決
・教育事業などを通じ部⾨システム関連の知識の普及活動

（２）病棟業務の効率化、標準化及びその利⽤の推進
・看護情報のシステム間移⾏、施設間連携のための標準化
・病棟部⾨に関連したシステム連携の整理・標準化の模索
・各種団体との協⼒による活動の推進

（３）物流業務の効率化、標準化及びその利⽤の推進
・｢ＨＩＳ向け医療材料マスタの提供ガイド」の改定・普及促進
・｢医療材料ＥＤＩ標準化ガイド（仮称）」の策定
・物流システムの先進的な内容の研究

（４）リハビリ管理業務の効率化、標準化の推進、介護連携の強化
・リハビリ計画書連携の標準化推進
・リハビリシステム業務の標準化推進

１．今年度の事業計画
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ⓒ JAHIS 2024

２－１．部⾨システム類型化 部⾨システム
委員会

◆病院情報システム全体図

◆部⾨システム〜電⼦カルテ連携図

◆部⾨システム名称⼀覧
※https://www.jahis.jp/sections/id=574?contents_type=29

活動成果として、「全体図、連携図、⼀覧」をホームページに掲載。
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ⓒ JAHIS 2024

２－２．教育事業対応 部⾨システム
委員会

各部⾨システムと電⼦カルテシステムとの連携を中⼼に、データやモノの連携・流れをまとめ教育事
業の教材に反映し、JAHIS会員および外部受講者に情報提供した。
今年度の新たな取り組みとして、ロボット⾳声（VOICEPEAK）を活⽤。
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ⓒ JAHIS 2024

３－１．病棟業務⽀援システム専⾨委員会
部⾨システム

委員会

記録の⾃動化に関する検討
病棟に存在しているシステムや機器・デバイス類の勉強会
2022年度に実施したアンケートを元に、以下のシステム・機器について、各ベンダーを

招いて勉強会を開催した。

勉強会では、最新機能を紹介いただき、他システム（主に電⼦カルテや看護システム）との
データ連携における実績や課題をうかがい、委員会側からの質疑も交えた情報交換を実施した。

• ナースコールシステム
• 離棟検知システム
• ⽣体情報モニター
• ⼈⼯呼吸器
• ⾝⻑・体重測定器
• バイタル測定器（健診⽤）
• バイタル測定器（医療機関⽤）
• スマートベッドシステム
• 睡眠／体動 ⾒守りシステム
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ⓒ JAHIS 2024

部⾨システム
委員会

MEDIS-DCマスタの改善に関する検討と提⾔
• 2023年7⽉ MEDIS内にタスクフォースへ継続参加

看護実践⽤語標準マスターのデータ利⽤に関するタスクフォース
• 2023年8⽉ 改善案の検討を継続

① ⾎圧値の表現タイプの扱いについて
② 観察結果値テーブルのコード体系について
③ 観察項⽬分類のテーブル化 について
④ 付随情報の扱いについて（基本表記と付随情報の整理）
⑤ 単位が異なる項⽬の扱いについて（ｍ/cm、kg/g）

など
• 2023年12⽉マスタリリース(Ver.3.8)

検討内容（①〜③）を反映し、マスターが公開された
• 2024年1⽉ 改善案の検討継続

• 付随情報の扱いについて（基本表記と付随情報の整理）
• 単位が異なる項⽬の扱いについて（ｍ/cm、kg/g） など

３－１．病棟業務⽀援システム専⾨委員会
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ⓒ JAHIS 2024

部⾨システム
委員会

JAHIS看護データセット適⽤ガイドの強化

看護情報WG
• 2023年4⽉ 今年度活動開始 「患者状態」の検討を継続
• 2023年7⽉ 特性の定義が終了、作業項⽬ 改定A 提案
• 2023年8⽉ 改訂作業の開始が承認され、作業を開始

• 情報連携をターゲットに特性を再整理
• 公的書類から対象項⽬を選定し、特性との整合性を確認
• ８社の経験上で追加すべき項⽬を調整し、特性を最終調整

• 2023年10⽉ データ定義と⽂書改訂に着⼿
• 2024年1⽉ 2023年度の改訂を⽬指して作業継続中

３－１．病棟業務⽀援システム専⾨委員会
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ⓒ JAHIS 2024

部⾨システム
委員会

「患者状態」の定義

患者の情報 看護実践⼿順の情報

・・・・・
・・・・・・・・・・

・・・・・
・・・・・・・・・・

・・・・・
・・・・・・・・・・

・・・・・
・・・・・・・・・・

患者状態
救護区分、ADL 看護計画

看護診断、⽬標・介⼊計画

看護データベース
問診、アセスメント等

看護記録
経時記録・SOAP・
FDAR、サマリ 等

ケア情報
看護⾏為・観察の

予定、実施

・・・・・
・・・・・・・・・・

プロトコル
セット

看護情報の種類

対象

済

＜定義＞
「患者状態」とは、患者の「⾝体的・精神的有り様」を表すための複数の指標である
各指標の評価はいくつかに分割されており、患者の有り様は、各指標の分割された評価のいずれかに
分類される

３－１．病棟業務⽀援システム専⾨委員会
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ⓒ JAHIS 2024

部⾨システム
委員会

今後の活動について

１．病棟業務⽀援システム専⾨委員会
記録の⾃動化が有効であるシステム・機器・デバイスの選定
記録の⾃動化が有効であるユースケースの定義と課題の⾒極め

２．看護情報WG
看護データセット適⽤ガイドの普及推進、実装検証
同ガイドのブラッシュアップに向けた作業計画の⽴案

３－１．病棟業務⽀援システム専⾨委員会
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ⓒ JAHIS 2024

３－２．物流システム専⾨委員会 部⾨システム
委員会

テーマ︓物流業務の効率化、標準化及びその利⽤の推進

1）「HIS向け医療材料マスターの提供ガイドv1.2」改版
・前回の2016年から8年ぶりの改版
・MEDIS更新差分の取込み、GS1 Japan指摘反映

2）「HIS向け医療材料EDI標準ガイド（仮）」の策定
・医療材料発注の病院〜卸間の電⼦取引標準化作成中

3）物流システムの先進的な内容の研究
・専⾨委員・オブザーバ・業界団体からの先進事例について
情報収集を⾏い、標準化・ICTモデルについて検討を実施
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ⓒ JAHIS 2024

３－２．物流システム専⾨委員会 部⾨システム
委員会

技術⽂書「HIS向け医療材料マスターの提供ガイド v1.2」改版

・MEDIS更新差分の取込み。
・GS1 Japan様の⽤語改善など指摘反映。
・薬品・医療材料の梱包（外箱・内箱・個装）の
GTINコード体系についても、最新の教材資料
内容を反映。

2024年1⽉度の医療システム部会で審査承認。
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ⓒ JAHIS 2024

（１）部⾨システムに係る課題抽出と解決、標準化の推進
・部⾨システムの連携を促進するための課題洗い出しと解決
・教育事業などを通じ部⾨システム関連の知識の普及活動

（２）病棟業務の効率化、標準化及びその利⽤の推進
・看護情報のシステム間移⾏、施設間連携のための標準化
・病棟部⾨に関連したシステム連携の整理・標準化の模索
・各種団体との協⼒による活動の推進

（３）物流業務の効率化、標準化及びその利⽤の推進
・｢ＨＩＳ向け医療材料マスタの提供ガイド」の普及促進
・｢医療材料ＥＤＩ標準化ガイド（仮称）」の策定・普及促進
・物流システムの先進的な内容の研究
・各種団体との協⼒による活動の推進

（４）リハビリ管理業務の効率化、標準化の推進、介護連携の強化
・リハビリ計画書連携の標準化推進
・リハビリシステム業務の標準化推進

４．来年度の事業計画 部⾨システム
委員会
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健康で豊かな国⺠⽣活を保健医療福祉情報システムが⽀えます

ⓒ JAHIS 2024

ご清聴ありがとうございました

部⾨システム
委員会


